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十
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
西
夏
と
南
宋
の
通
交

佐

藤

貴

保

は
じ
め
に

十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
中
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
燕
雲
十
六
州
か
ら
北
方
を
勢
力
下
に
置
い
た
遼
(
契
丹
て
そ
の

南
を
支
配
す
る
北
宋
、
そ
し
て
西
北
方
の
陳
西
北
部
か
ら
河
西
・
寧
夏
地
方
を
支
配
し
た
西
夏
の
三
国
が
鼎
立
し
て
い
た
。
陳
西
北
部
・

臨
西
地
方
で
北
宋
と
境
を
接
し
て
い
た
西
夏
は
、
遼
の
後
援
を
受
け
て
、
北
宋
と
断
続
的
に
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
。
西
夏
の
侵
攻
に
悩

ま
さ
れ
た
北
宋
は
、
西
夏
に
多
額
の
歳
賜
を
支
払
っ
て
講
和
を
結
ん
だ
。

一
方
、
平
時
に
は
、
西
夏
は
遼
・
北
宋
へ
朝
貢
使
節
を
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
国
境
付
近
で
の
貿
易
を
盛
ん
に
行
い
、
経
済
面
で
も
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

十
二
世
紀
前
半
に
東
北
方
の
女
真
族
が
建
国
し
た
金
朝
は
遼
・
北
宋
を
滅
ぼ
し
て
華
北
へ
進
出
し
た
。
以
後
、
中
国
で
は
十
三
世
紀

初
頭
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
南
進
す
る
ま
で
、
華
北
の
金
朝
と
北
宋
の
残
存
勢
力
が
華
南
に
建
て
た
南
宋
の
二
つ
の
王
朝
が
対
峠
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
間
、
西
夏
は
領
土
を
拡
張
し
て
独
立
を
保
っ
た
が
、
挟
西
・
隣
西
地
方
に
金
朝
が
進
出
し
た
こ
と
で
、
南
宋
と
は
境

を
接
し
な
く
な
り
、
南
宋
へ
の
朝
貢
使
節
の
派
遣
は
行
わ
な
か
っ
た
。
一
方
、
西
夏
は
境
を
接
す
る
金
朝
に
は
臣
礼
を
と
っ
て
朝
貢
関
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係
を
結
び
、

(1) 

十
三
世
紀
に
入
る
ま
で
概
ね
平
和
な
関
係
を
保
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
夏
と
金
朝
と
の
関
係
が
安
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
十
二
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
西
夏
と
南
宋
と
の
聞
で
は
不
定

期
な
が
ら
密
か
に
使
者
が
往
来
し
て
い
た
と
す
る
指
摘
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

(2) 

も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
年
代
比
定
や
背
景
分
析
は
不
充
分
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
十
二
世
紀
前
半
ま
で
の
中
国
は
北
宋
・
遼
・

い
ず
れ
の
研
究
も
概
説
的
な

西
夏
の
三
田
が
牽
制
し
合
う
時
代
で
あ
っ
た
が
、
十
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
西
夏
と
南
宋
の
通
交
は
ど
の
よ
う
な
背
景
で
行
わ
れ
た
の

か
、
両
国
の
通
交
が
南
宋
と
金
朝
と
の
関
係
、

そ
し
て
西
夏
と
金
朝
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
、
未
だ
充
分

に
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

十
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
西
夏
と
南
宋
の
通
交
は
、
断
続
的
に
三
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
各
期
の

通
交
に
関
す
る
諸
文
献
の
記
述
を
整
理
・
確
認
す
る
と
と
も
に
、
通
交
の
背
景
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
西
夏
側
の
文
献
に
は
外
交
に
関
す
る
史
料
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
南
宋
や
金
朝
側
の
文
献
を
博
捜
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

海
陵
王
の
南
宋
遠
征
と
西
夏
・
南
宋
の
接
触
(
第
一
期
・
一
一
六
一

l

一
一
六
三
年
)

正
隆
六
(
南
宋
・
紹
興
三
十
一
、
西
暦
・
一
一
六
一
)
年
八
月
、
金
朝
の
海
陵
玉
は
南
宋
平
定
の
兵
を
挙
げ
た
。
金
箪
本
隊
は
十
月

に
は
揚
州
に
達
し
た
が
、
こ
の
間
に
金
朝
で
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
完
顔
薙
(
烏
禄
)
が
帝
位
に
即
き
(
世
宗
)
、
海
陵
王
は
十
一

月
に
家
臣
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
臨
西
地
方
で
は
四
川
宣
撫
使
呉
珠
の
率
い
る
南
宋
軍
が
金
朝
領
内
に
侵
入
し
、
こ
の

年
九
月
に
は
秦
州
を
占
領
、
西
夏
と
の
国
境
に
近
い
蘭
州
で
は
金
軍
が
反
乱
を
起
こ
し
て
南
宋
軍
に
投
降
す
る
な
ど
、
こ
の
地
方
に

(
3
)
 

お
け
る
戦
局
は
南
宋
側
に
有
利
に
展
開
し
た
。
こ
の
年
十
月
、
南
宋
は
西
夏
に
対
し
て
金
朝
へ
の
抗
戦
を
呼
び
掛
け
る
撒
文
を
発
し
て



{4) 

い
る
。
両
国
の
接
触
は
こ
う
し
て
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(5) 

南
宋
の
撒
文
に
対
し
て
、
西
夏
は
同
年
十
二
月
に
返
書
を
送
り
、
南
宋
の
対
金
抗
戦
を
支
持
し
て
い
る
。
で
は
、
西
夏
側
は
実
際
に

は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
金
史
」
巻
一
三
四
“
西
夏
伝
に
よ
る
と
、
「
夏
(
西
夏
)
も
亦
た
隙
に
乗
じ
て
量
売
・

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

通
峡
・
九
羊
・
舎
川
等
の
城
案
を
攻
取
し
、
宋
も
亦
た
夏
境
に
侵
入
す
」
(
中
華
書
局
本
、
二
八
六
八
頁
)
ど
、
西
夏
軍
は
南
宋
軍
の
北

上
に
呼
応
し
、
金
朝
領
内
に
侵
攻
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
南
宋
・
西
夏
両
軍
に
南
北
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
金

報
の
勢
力
は
翌
大
定
二
(
南
宋
・
紹
興
三
十
二
、
西
暦
・
一
二
台
己
年
春
ま
で
に
臨
西
地
方
か
ら
は
ぽ
一
掃
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
結
果
、
西
夏
・
南
宋
の
両
勢
力
は
再
び
隣
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
寸
前
掲
の
『
金
史
』
西
夏
伝
に
よ
る
と
、そ
の

後
南
宋
軍
は
西
夏
領
に
侵
入
し
た
と
い
う
。
両
国
の
協
調
関
係
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
侵
入
し
た
場
所

や
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
一
九
九
・
紹
興
三
十
二
年
三
月
戊
午
(
二
十
二
日
)
の
条
に
は
、

南
宋
軍
の
忠
義
軍
統
制
兼
知
蘭
州
の
王
宏
が
「
兵
を
引
き
て
舎
州
を
抜
」
い
た
と
あ
る
(
文
海
出
版
社
本
、
六
五
七
六
頁
)
。
南
宋
軍
が

攻
略
し
た
会
州
は
黄
河
右
岸
(
南
岸
)
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
北
宋
領
で
あ
っ
た
。
北
宋
滅
亡
後
、
会
州
は
金
朝
領
と
な
っ
た
が
、
「
金

史
』
巻
二
六
・
地
理
志
下
・
慶
原
路
の
条
に
よ
る
と
、
金
朝
は
皇
統
六
(
西
暦
・
一
一
四
六
)
年
に
「
徳
威
城
・
西
安
州
・
定
謹
一
軍
等

の
沿
謹
の
地
」
を
西
夏
に
割
譲
し
た
と
あ
る
(
中
華
書
局
本
、
六
五
三
頁
)
。
徳
威
城
も
ま
た
黄
河
の
右
岸
に
位
置
し
、
会
州
の
西
に
隣

(
6
)
 

接
す
る
。
会
州
と
徳
威
城
の
両
者
の
位
置
関
係
に
鑑
み
れ
ば
、
徳
威
城
と
同
時
に
同
じ
貰
河
右
岸
に
隣
接
す
る
会
州
も
ま
た
西
夏
へ
割

譲
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
南
宋
軍
が
攻
略
し
た
会
州
は
、
実
は
西
夏
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

南
宋
軍
の
侵
攻
を
受
け
た
西
夏
側
は
ど
う
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
一
九
九
・
紹
興
三
十
二
年
五
月
乙

3 

卯
(
十
九
日
〉
の
条
に
は
、
'
「
夏
人
百
徐
騎
も
て
禿
頭
嶺
を
冠
し
て
牛
馬
を
掠
し
、
又
た
五
十
騎
を
以
て
鎮
戎
の
最
高
嶺
に
駐
し
、
箪
・
民
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を
射
傷
す
」
(
文
海
出
版
社
本
、
六
六
一
四
頁
)
と
あ
り
、
西
夏
軍
が
鎮
戎
軍
付
近
に
い
る
南
宋
軍
を
攻
撃
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り

先
、
『
金
史
』
巻
六
・
世
宗
本
紀
上
・
大
定
二
年
四
月
乙
亥
(
十
九
日
)
の
条
に
は
、
「
夏
園
使
を
遣
わ
し
来
た
ら
し
め
て
即
位
を
賀
し
、

及
ぴ
方
物
を
進
し
、
及
ぴ
高
春
節
を
賀
す
」
(
中
華
書
局
本
、
一
二
七
頁
)
と
あ
り
、
西
夏
は
金
朝
へ
の
朝
貢
を
行
な
っ
て
い
る
。
西
夏

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

は
金
朝
と
の
友
好
関
係
を
修
復
す
る
と
と
も
に
、
南
宋
へ
の
対
抗
姿
勢
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
金
史
』
西
夏
伝
に
は
、

(7) 

「
世
宗
即
位
す
る
に
、
夏
人
復
た
城
案
を
以
て
来
鯖
し
、
E
つ
兵
も
て
宋
の
侵
地
を
復
さ
ん
こ
と
を
乞
う
」
と
あ
り
、
西
夏
側
は
占
拠

し
て
い
た
金
朝
領
の
城
案
を
返
還
し
、
南
宋
軍
の
掃
討
を
求
め
て
い
る
。
西
夏
・
金
朝
両
軍
の
南
宋
軍
に
対
す
る
反
撃
は
こ
の
年
の
内

に
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
「
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
乙
集
巻
一
九
・
西
夏
拍
闘
の
条
に
は
、

ス
パ
イ

呉
溌
宣
撫
使
と
矯
り
、
進
み
て
三
路
(
秦
鳳
・
県
河
・
控
原
路
川
日
瀧
西
地
方
)
を
取
り
、
聞
を
遣
わ
し
て
之
(
西
夏
)
と
結
ぽ
ん

と
し
、
凡
そ
六
七
た
び
往
か
し
む
る
も
報
じ
ず
、
巳
に
し
て
金
人
と
合
し
て
我
が
舎
州
を
奪
う
。
紹
興
三
十
二
年
(
中
華
書
局
本
、

八
四
六
頁
)

と
あ
り
、
西
夏
は
南
宋
か
ら
の
数
度
に
わ
た
る
遣
使
に
応
え
ず
、
金
朝
と
連
合
し
て
会
州
を
奪
回
し
て
い
る
。

こ
の
年
十
二
月
、
参
知
政
事
史
浩
の
献
策
を
受
け
た
南
宋
皇
帝
は
、
臨
西
方
面
の
南
宋
軍
に
退
却
命
令
を
発
し
、
南
宋
軍
は
翌
年
正

い
つ
わ

月
に
臨
西
地
方
か
ら
撤
退
し
た
。
宋
臣
王
十
朋
は
、
こ
の
時
史
浩
が
「
妄
り
て
虜
(
金
朝
)
と
西
夏
と
協
力
し
て
(
呉
)
礎
を
攻
め
ん

(8) 

と
す
」
と
説
い
て
南
宋
朝
廷
に
撤
退
を
働
き
か
け
た
と
し
て
、
後
に
彼
を
批
判
し
て
い
る
。
史
浩
の
献
策
は
、
南
宋
側
に
と
っ
て
金
軍

の
み
な
ら
ず
、
西
夏
寧
の
動
き
も
ま
た
脅
威
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
王
十
朋
は
史
浩
の
発
言
を
妄
言
と
し
て
い
る
が
、
上

5 

述
の
通
り
西
夏
が
金
朝
と
の
関
係
修
復
に
動
き
、
南
宋
軍
を
攻
撃
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
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第
一
期
に
お
け
る
西
夏
と
南
宋
と
の
接
触
は
、
事
南
へ
南
下
せ
ん
と
す
る
金
軍
を
牽
制
す
る
目
的
で
南
宋
側
か
ら
積
極
的
に
進
め
ら

れ
た
。
西
夏
側
は
南
宋
軍
の
北
上
と
と
も
に
金
朝
領
内
に
侵
入
し
、
金
朝
の
勢
力
は
一
時
的
に
臨
西
地
方
か
ら
後
退
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
宋
軍
が
西
夏
領
に
侵
入
し
た
た
め
、
西
夏
側
は
金
朝
と
の
関
係
を
修
復
し
て
南
宋
に
対
抗
し
た
。
そ
の
結
果
、
南

宋
軍
は
西
夏
・
金
朝
両
軍
の
反
撃
に
さ
ら
さ
れ

つ
い
に
は
臨
西
地
方
か
ら
撤
退
す
る
に
至
っ
た
。
西
夏
軍
の
動
向
は
、
宋
金
戦
争
の

瀧
西
方
面
に
お
け
る
戦
局
を
大
き
く
左
右
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

西
夏
の
任
得
敬
と
南
宋
の
通
交
(
第
二
期
・
一
一
六

0
年
代
後
半
i

一
一
七
O
年
)

西
夏
と
南
宋
と
の
通
交
が
再
び
文
献
に
現
れ
る
の
は

一
一
六
0
年
代
後
半
で
あ
る
。
『
宋
史
」
巻
四
八
六
・
夏
国
伝
下
に
は
、

乾
道
三
年
五
月
、
夏
園
の
相
任
得
敬
間
使
を
遣
わ
し
て
四
川
宣
撫
司
に
至
ら
し
め
、
共
に
西
蕃
を
攻
む
る
を
約
し
、
虞
允
文
報

ず
る
に
蝋
書
を
以
て
す
。
七
月
、
得
敬
の
間
使
、
再
び
宣
撫
司
に
至
る
も
、
夏
人
其
の
自
書
を
獲
て
、
金
人
に
停
至
す
。
(
中
華
書

局
本
、

一
四
O
二
六
頁
)

と
あ
る
。
西
夏
の
宰
相
任
得
敬
が
、
南
宋
の
四
川
宣
撫
使
虞
允
文
の
も
と
へ
密
使
を
派
遣
し
て
「
西
蕃
」
を
共
同
で
攻
撃
す
る
こ
と
を

約
し
た
も
の
の
、

二
度
目
の
接
触
で
は
、
南
宋
側
が
送
っ
た
密
書
が
金
朝
側
の
子
に
渡
っ
た
と
す
る
。

一
連
の
密
使
の
派
遣
を
乾
道
三
(
金
・
大
定
七
、
西
暦
・
一
一
六
七
)
年
の
出
来
事
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
『
宋
史
』
巻
三
四
・
孝
宗
本
紀
こ
で
は
、
乾
道
四
年
五
月
の
条
に
「
是
月
、
西
夏
の
任
敬
徳
使
を
遣
わ
し
て
四
川
宣
撫
司
に
至

『
宋
史
』
夏
国
伝
は

ら
し
め
、
兵
を
獲
し
て
西
番
を
攻
む
る
を
約
す
」
(
中
華
書
局
本
、
六
四
三
頁
)
、
同
年
七
月
の
条
に
「
是
一
月
、
西
夏
間
使
を
遣
わ
し
来



た
ら
じ
む
」
(
問
、
六
四
三
頁
)
と
あ
り
、
夏
国
伝
の
記
述
よ
り
も
ち
ょ
う
ど
一
年
遅
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
孝
宗
本
紀
の
記
述
は
夏

国
伝
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
か
ら
、
『
宋
史
』
の
記
述
に
混
乱
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
で
は
、
記
述
の
混
乱
に
つ

い
て
は
未
だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
密
使
派
遣
の
年
代
を
確
定
し
て
み
た
い
。

『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
乙
集
巻
一
九
・
西
夏
相
関
の
条
で
は
、
密
使
派
遣
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

虞
丞
相
(
允
文
)
萄
(
四
川
)
を
撫
す
る
に
、
権
臣
任
鯨
敬
と
約
を
結
ぞ
」
と
甚
だ
密
な
り
。
王
公
明
(
炎
)
再
び
使
す
る
に
、

V
F

お
〈
た
ま
た
マ
マ

遂
に
蝋
書
を
以
て
徳
敬
に
遺
り
、
約
す
る
に
爽
攻
を
以
て
す
。
舎
ま
徳
敬
誌
に
伏
し
、
売
(
西
夏
)
人
得
て
之
を
上
す
。
菰
致
能

(
成
大
)
彊
を
出
づ
る
に
、
虜
{
金
朝
)
人
因
り
て
以
て
我
(
南
宋
)
を
糞
む
。
乾
道
六
年
(
中
華
書
局
本
、

八
四
六
i

八
四
七

頁
官
頭
の
「
虞
丞
相
濁
を
撫
す
る
」
と
は
、
「
宋
史
」
夏
国
伝
が
伝
え
る
初
回
「
五
月
」
の
接
触
で
蝋
書
を
送
っ
た
虞
允
文
が
、
四
川
宣

撫
使
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
虞
允
文
が
四
川
宣
撫
使
の
職
に
あ
っ
た
の
は
、
乾
道
三
年
六
月
か
ら
乾
道
五
年
三
月
の

(9) 

そ
の
後
は
王
炎
が
就
任
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
虞
允
文
が
四
川
宣
撫
使
と
し
て
「
五
月
」
に
蝋
書
を
送
る
こ
と
が
で
き

聞
で
あ
り
、

る
の
は
乾
道
四
年
以
外
に
あ
り
得
な
い
。
初
回
「
五
月
」
の
密
使
派
遣
は
、
『
宋
史
」
孝
宗
本
紀
の
伝
え
る
乾
道
四
年
五
月
が
正
し
い
こ

と
に
な
る
。
『
宋
史
』
孝
宗
本
紀
の
記
述
に
従
え
ば
、
二
回
目
「
七
月
」
の
密
使
派
遣
も
同
じ
乾
道
四
年
に
行
な
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
は

で
き
る
。

し
か
し
『
宋
史
』
夏
国
伝
の
「
七
月
」
の
記
事
は
孝
宗
本
紀
と
異
な
り
、
南
宋
側
が
送
っ
た
密
書
を
西
夏
側
が
取
り
上
げ
て
金
朝
に

7 

提
出
し
た
と
あ
る
。
前
掲
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
乾
道
六
(
金
・
大
定
十
、
西
暦
・
一
一
七

O
)
年
に
南
宋
か
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王
炎
が
任
得
敬
へ
送
っ
た
密
書
に
関
し
て
金
朝
側
か
ら
詰
問
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
活
成
大
が
金

(
叩
)

朝
に
入
朝
し
た
の
は
、
乾
道
六
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
周
必
大
撰
『
周
益
国
文
忠
公
集
』
(
以
下
「
文
忠
集
』
と
略
す
)
所
収
の
冠
成

ら
金
朝
に
派
遣
さ
れ
た
古
成
大
は
、

大
の
神
道
碑
の
文
章
に
は
入
朝
の
時
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、

後
数
日
し
て
朝
辞
す
る
に
、
金
主
(
世
宗
)
其
の
臣
を
し
て
傍
諭
せ
し
め
て
云
え
ら
く
「
盟
好
巳
に
固
む
る
も
、
汝
の
固
乃
ち
吊

わ
け
お
も

書
を
以
て
密
か
に
夏
園
の
任
徳
敬
と
結
納
す
る
は
、
此
れ
何
の
理
な
る
か
」
と
。
公
(
氾
成
大
)
答
う
ら
く
「
以
う
に
界
外
の
好

っ
く

細
偽
り
て
之
を
矯
れ
り
」
と
。
俄
か
に
館
伴
局
中
の
蝋
書
を
持
ち
て
来
た
り
、
印
文
を
指
し
て
公
に
示
す
。
公
日
く
「
御
賓
す
ら

(
日
)

偽
る
べ
し
。
況
や
印
を
や
」
と
。

と
あ
り
、
花
成
大
が
四
川
か
ら
任
得
敬
へ
送
ら
れ
た
密
書
に
つ
い
て
、
金
朝
側
か
ら
詰
聞
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ょ
っ

て
王
炎
の
密
書
が
乾
道
六
年
九
月
の
時
点
で
金
朝
側
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
で
間
違
い
な
い
。
ま
た
「
金
史
』
交
鴨
表
で
は
こ
の

(
ロ
)

年
の
七
月
庚
子
(
二
十
二
日
)
に
、
同
書
西
夏
伝
で
は
同
年
八
月
に
、
西
夏
が
こ
の
密
書
を
密
使
と
と
も
に
金
朝
側
へ
引
き
渡
し
た
と

(
日
)

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
定
成
大
が
金
朝
に
入
朝
す
る
直
前
に
密
書
が
西
夏
か
ら
金
朝
に
渡
っ
て
い
た
点
で
は
、
南
宋
側
・
金
朝
側
の
記

述
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
密
使
も
と
も
に
金
朝
へ
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

王
炎
に
よ
る
密
書
の
発
信
、
西
夏
側
の

捕
捉

そ
し
て
金
朝
へ
の
引
き
渡
し
と
い
う
一
連
の
事
件
は
、
さ
ほ
ど
時
間
を
お
か
ず
に
起
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
王
炎
の

密
書
は
乾
道
六
年
七
月
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
、
任
得
敬
の
密
使
は
そ
の
さ
ら
に
直
前
に
四
川
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
密
使
派
遣
の
年
代
を
確
定
し
て
き
た
が
、
第
二
期
の
接
触
は
第
一
期
と
は
逆
に
西
夏
側
が
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
西
夏
側
の
密
使
は
、
西
夏
皇
帝
で
は
な
く
任
得
敬
が
派
遣
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
任
得
敬
は
当
時
、
西
夏
の
宰
相
と
し
て
権
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勢
を
振
る
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
密
使
派
遣
の
背
景
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
『
宋
史
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
任
得

敬
が
当
初
密
使
を
派
遣
し
た
目
的
は
、
「
西
蕃
(
番
こ
を
挟
撃
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
「
西
蕃
」
と
は
、
南
宋
の
西
方
、
現
在
の

青
海
省
南
部
か
ら
甘
粛
省
南
部
に
か
け
て
の
山
岳
地
帯
(
以
下
便
宜
上
、
こ
の
地
域
を
「
青
海
南
部
」
と
呼
ぶ
)

族
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

で
は
、
当
時
の
青
海
南
部
の
情
勢
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
知
る
う
え
で
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
『
金
史
』
巻
九
了
移
刺
成

伝
(
中
華
書
局
本
、
二
O

一
六
i

二
O

一
八
頁
)
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の
記
述
を
要
約
す
る
と
、
大
定
六
(
南
宋
・
乾
道
二
)
年
、
旧

積
石
軍
(
祈
安
城
)
付
近
で
西
夏
に
反
抗
し
て
い
た
荘
浪
四
族
(
吹
折
・
密
賦
・
陪
遁
・
尼
拝
)
を
西
夏
軍
が
攻
撃
し
、そ
の
う
ち
の

髄
遁
・
尼
拝
の
二
族
は
隣
接
す
る
喬
家
族
の
も
と
に
逃
亡
し
た
。
喬
家
族
は
当
時
、
木
波
四
族
(
喬
家
・
丙
離
・
臨
遁
・
庖
拝
)
長
の

結
什
角
を
首
領
と
仰
い
で
い
た
。
荘
浪
四
族
の
臨
蓮
・
尼
拝
の
二
族
と
木
波
四
族
の
臨
遁
・
尼
拝
の
二
族
は
同
一
の
部
族
と
み
ら
れ
る
。

木
波
四
族
の
勢
力
範
囲
は
、
「
北
は
挑
州
・
積
石
軍
に
接
し
」
「
東
南
は
墨
州
売
に
接
す
」
と
あ
り
、
青
海
南
部
の
西
夏
・
金
朝
・
南
宋

三
国
国
境
を
ま
た
ぐ
地
域
に
あ
た
る
。
結
社
角
率
い
る
木
波
四
族
は
大
定
四
年
以
降
に
金
朝
に
服
属
し
た
ら
し
い
。
西
夏
は
金
朝
に
使

者
を
派
遣
し
て
喬
家
族
の
も
と
に
逃
亡
し
た
臨
遁
・
庖
拝
の
二
族
を
討
伐
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
金
朝
側
は
「
臨
遁
・
隔
地
拝
二
門
の
奮

夏
固
に
層
す
を
知
ら
ず
」
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
の
後
大
定
九
年
に
、
結
什
角
は
西
夏
領
内
に
い
る
と
こ
ろ
を
西
夏
軍
に
発
見
さ
れ
、

殺
害
さ
れ
た
。
こ
の
時
金
朝
の
辺
臣
は
朝
廷
に
、

夏
園
王
李
仁
孝
、
其
の
臣
任
得
敬
と
其
の
園
を
中
分
し
、
兵
四
高
、
役
夫
三
高
を
護
一
し
て
、
祈
安
城
を
築
き
、
喬
家
族
の
首
領
結

什
角
を
殺
す
。
屡
ば
宋
の
諜
人
を
獲
う
る
に
言
え
ら
く
、
宋
夏
固
と
結
び
て
遺
境
を
犯
す
こ
と
を
謀
ら
ん
と
欲
す
、

と

9 
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と
報
告
し
、
南
宋
と
西
夏
の
通
交
も
伝
え
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
西
夏
側
は
、

祈
安
は
料
積
石
の
奮
城
に
し
て
、
久
し
く
療
し
、
謹
臣
の
成
兵
を
設
け
て
荘
浪
族
を
鎮
撫
せ
ん
こ
と
を
請
い
、
盗
に
備
う
る
所
以

に
し
て
、
他
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
結
什
角
兵
を
以
て
境
に
入
れ
ば
、
是
を
以
て
之
を
殺
す
も
、
喬
家
族
の
首
領
た
る
を
知
ら
ざ

る
な
り
。

と
、
結
什
角
が
西
夏
領
に
侵
入
し
た
た
め
に
殺
害
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。
金
朝
側
は
大
理
卿
李
昌
図
ら
を
派
遣
し
て
現
地
の
実
情
を

調
査
し
た
結
果
、
結
什
角
が
西
夏
領
内
で
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
西
夏
と
南
宋
の
通
交
を
監
視
す
る
た
め
「
県
秦
(
臨
西
地
方
)

の
宋
夏
に
迫
近
せ
る
街
要
に
於
い
て
成
兵
を
量
添
」
し
、
国
境
警
備
の
強
化
を
図
っ
た
。

『
金
史
」
移
刺
成
伝
の
記
述
と
、
任
得
敬
が
最
初
に
南
宋
へ
密
使
を
派
遣
し
た
時
期l
乾
道
四
(
金
・
大
定
八
)
年
五
月
と
を
重
ね

合
わ
せ
る
と
、
荘
浪
四
族
の
一
部
が
金
朝
領
内
へ
逃
亡
し
た
事
件
の
二
年
後
に
密
使
が
派
遣
さ
れ
、そ
の
さ
ら
に
一
年
後
に
結
什
角
が

殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
任
得
敬
は
西
夏
・
金
朝
・
南
宋
の
国
境
地
帯
に
あ
た
る
青
海
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
対
策
の
た
め
、

四
年
に
わ
た
り
金
朝
と
の
交
渉
を
繰
り
返
し
、
対
金
交
渉
が
行
き
詰
ま
る
と
南
宋
と
の
交
渉
を
開
始
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
前
掲
の
金
朝
辺
臣
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

西
夏
と
南
宋
の
通
交
は
結
什
角
が
殺
害
さ
れ
た
大
定
九
年
に
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
任
得
敬
が
南
宋
と
挟
撃
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
西
蕃
」
と
は
、
木
波
四
族
を
は
じ
め
と
す
る
青
海
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族

を
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
任
得
敬
は
な
ぜ
青
海
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
の
攻
撃
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
単
に

反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
別
な
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
『
金
史
』
移
刺
成
伝
の
金
朝
辺



臣
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
任
得
敬
自
身
の
西
夏
か
ら
の
分
離
独
立
へ
の
動
き
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

任
得
敬
は
大
定
八
(
南
宋
・
乾
道
四
)
年
四
月
に
、
任
得
聡
を
派
遣
し
て
金
朝
皇
帝
世
宗
に
自
ら
の
上
表
文
と
朝
貢
品
を
送
っ
た
も
の

の
、
世
宗
は
「
得
敬
自
ら
定
分
有
り
、
附
表
瞳
物
皆
な
受
く
べ
か
ら
ず
」
と
、
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
い
鵠
任
得
敬
が
最
初
に
南
宋

へ
密
使
を
送
っ
た
の
は
、
前
述
の
通
り
こ
の
年
の
五
月
で
あ
る
か
ら
、
金
朝
へ
入
朝
し
た
ま
さ
に
直
後
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
『
金
史
』

交
，
'
交
轄
表
・
大
定
十
年
の
条
に
は

通の宋南〉
』夏西るみJお半後寸じ。安

叩
世十

(
三
月
)
丁
丑
(
二
十
六
日
)
、
詔
し
て
夏
の
奏
告
使
を
以
て
閏
五
月
十
六
(
日
)
に
行
在
に
就
か
し
む
。
閏
五
月
乙
未
(
十
六
日
)
、

夏
の
権
臣
任
得
敬
、
其
の
園
を
中
分
せ
ん
と
し
て
、
其
の
主
李
仁
孝
を
脅
し
、
左
枢
密
使
浪
説
進
忠
・
参
知
政
事
楊
彦
敬
・
押
進

翰
林
率
土
焦
景
顔
等
を
遣
わ
し
て
上
表
せ
し
め
、
得
敬
が
偏
に
封
を
求
む
る
も
、
詔
し
て
許
さ
ず
、
使
を
遣
わ
し
て
詳
問
せ
し
む
。

(
中
華
書
局
本
、
一
回
二
七
頁
)

と
あ
り
、
任
得
敬
が
西
夏
を
二
分
割
し
、
自
ら
の
独
立
を
金
朝
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
世
宗
は
任
得
敬
の
要
求
を
再
度
拒

絶
し
た
の
で
あ
る
。
先
の
考
察
に
よ
り
、
任
得
敬
が
王
炎
へ
密
使
を
送
っ
た
の
は
こ
の
年
の
七
月
あ
る
い
は
そ
の
直
前
と
み
ら
れ
る
か

ら
、
南
宋
へ
の
密
使
は
い
ず
れ
も
金
朝
が
任
得
敬
の
自
立
を
認
め
な
か
っ
た
直
後
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

任
得
敬
は
な
ぜ
二
度
に
わ
た
っ
て
金
一
朝
に
使
者
を
送
り
、
西
夏
か
ら
の
自
立
の
承
認
を
求
め
た
の
か
。
筆
者
は
彼
の
ね
ら
い
が
単
に

外
国
か
ら
の
支
持
の
取
り
付
け
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
金
朝
へ
独
自
に
朝
貢
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
な
利
益
の
獲
得

と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
西
域
と
中
原
を
結
ぶ
東
西
交
通
路
の
要
地
を
掌
握
し
、
中
継
貿
易
の
利
を
享
受
し

11 

て
い
る
西
夏
に
と
っ
て
、
金
朝
へ
の
朝
貢
使
節
の
派
遣
は
、
回
賜
品
を
獲
得
し
、

か
つ
朝
貢
使
節
が
途
上
で
行
う
商
業
活
動
に
よ
っ
て
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(
凶
)

大
き
な
経
済
的
な
利
益
を
挙
げ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
朝
貢
に
伴
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
は
西
夏
の
み
な
ら
ず
、
自
立
を
目
指
す
任
得
敬

に
と
っ
て
も
、
政
権
を
経
済
面
で
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
『
金
史
』
西
夏
伝
に
よ
る
と
、
任
得
敬
が
西
夏

皇
帝
か
ら
分
与
を
受
け
る
地
域
は
「
西
南
路
及
び
霊
州
・
犠
鹿
嶺
の
地
」
(
中
華
書
局
本
、
二
八
六
九
頁
)
と
あ
る
。
「
西
南
路
」
や
「
曜

鹿
嶺
」
の
正
確
な
住
置
は
わ
か
ら
な
い
が
、
祈
安
城
を
含
む
注
水
・
貰
河
南
岸
、
す
な
わ
ち
西
夏
領
東
部
の
金
朝
と
境
を
接
す
る
地
域

に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
「
金
史
」
巻
五
0
・
食
貨
志
五
・
権
場
の
条
に
よ
る
と
、
金
朝
は
当
時
、
蘭
州
な
ど
の
西
夏
と
の
国
境
付
近
に

権
場
(
貿
易
場
)
を
置
い
て
い
た
(
中
華
書
局
本
、

一
一
一
四
頁
)
。
金
朝
と
境
を
接
す
る
地
帯
の
分
与
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
任
得
敬

に
と
っ
て
、
金
朝
か
ら
の
支
持
は
権
場
貿
易
を
維
持
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
任
得
敬
に
よ
る
二
度
に
わ
た
る

金
朝
へ
の
入
貢
に
、
貿
易
に
よ
る
経
済
的
な
利
益
の
確
保
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
故
に
金
朝
か
ら
自
立

を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

任
得
敬
に
と
っ
て
経
済
的
に
も
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
南
宋
と
の
通
交
が
い
ず
れ
も

対
金
交
渉
の
失
敗
直
後
に
実
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
金
朝
か
ら
自
立
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
任
得
敬
が
貿
易
を
合
め
た
新
た
な
外
交
関

係
を
南
宋
と
結
ぼ
う
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

木
波
田
族
を
は
じ
め
と
す
る
青
海
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
は
、

西
夏
・
金
朝
・
南
宋
の
三
国
国
境
地
帯
に
居
住
し
て
お
り
、
彼

ら
の
勢
力
範
囲
を
通
過
す
れ
ば
、
金
朝
領
を
経
由
せ
ず
に
西
夏
と
南
宋
と
を
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
は
遡
る
が
、
南
北
朝
時

代
に
は
、
車
R

海
地
方
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
吐
谷
揮
は
、
南
朝
に
遣
使
し
て
北
朝
を
牽
制L
て
お
り
、
そ
の
際
青
海
南
部
は
吐
谷
海
と

(
幻
)

南
朝
領
の
四
川
地
方
と
を
結
ぶ
交
通
路
と
な
っ
て
い
た
。
北
宋
時
代
に
は
四
川
|
青
海
間
で
茶
馬
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
十
二
世
紀

(
問
)

中
葉
の
金
朝
は
、
木
波
四
族
の
勢
力
範
囲
に
接
す
る
挑
州
に
南
宋
向
け
の
権
場
を
置
い
て
い
る
。
十
二
世
紀
後
半
に
入
っ
て
も
、
四

川
ー
青
海
南
部
間
の
交
通
路
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。



そ
の
交
通
路
上
に
居
住
し
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
は
、
「
金
史
』
移
刺
成
伝
に
も
あ
る
よ
う
に
、
西
夏
に
対
し
服
属
と
背
反
と
を

繰
り
返
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
定
年
間
初
期
に
金
朝
で
臨
挑
弔
ア
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
張
中
彦
の
伝
記
に
、

西
売
吹
折
・
密
戚
・
臨
遁
・
躍
拝
の
四
族
、
険
を
侍
み
て
服
さ
ず
、
(
中
略
)
中
彦
日
く
「
此
の
充
、
服
叛
常
な
ら
ず
、
若
し
中
彦

自
行
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
勢
必
ず
不
可
な
り
」
と
。
印
ち
積
石
の
達
南
寺
に
至
る
に
、
品
開
長
四
人
来
た
り
、
之
と
降
る
を
約
し
、

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

事
遂
に
定
ま
れ
ば
、
賞
も
て
之
を
遣
わ
す
。
(
『
金
史
」
巻
七
九
・
張
中
彦
伝
。
中
華
書
局
本
、

一
七
九
O
頁
)

と
あ
り
、
西
夏
に
反
抗
し
た
と
さ
れ
る
吹
折
・
密
戚
・
臨
蓮
・
庖
拝
の
荘
浪
四
族
は
、
金
朝
に
対
し
て
も
服
属
と
背
反
と
を
繰
り
返
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
の
『
金
史
』
移
刺
成
伝
に
「
祈
安
は
本
積
石
の
奮
城
に
し
て
、
久
し
く
康
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
祈

安
城
付
近
に
お
い
て
は
西
夏
の
実
効
支
配
が
あ
ま
り
及
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
状
況
を
総
合
す
る
と
、
当
時
の
青
海

南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
に
対
す
る
西
夏
・
金
朝
の
支
配
は
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が
ど
の
国
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
問

題
は
か
な
り
暖
味
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
帰
属
関
係
の
暖
昧
な
青
海
南
部
の
チ
ベ
ッ
ト
系
諸
部
族
を
商
夏
・
南
宋

が
挟
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
服
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
西
夏
・
南
宋
聞
の
交
通
は
容
易
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
推
測

の
域
を
出
な
い
が
、
金
朝
か
ら
独
立
を
認
め
ら
れ
ず
、
朝
貢
貿
易
が
行
え
な
い
任
得
敬
に
と
っ
て
、
南
宋
と
の
往
来
を
よ
り
円
滑
に
し
、

外
交
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
貿
易
の
面
で
も
有
益
な
も
の
と
な
る
に
違
い
な
い
。
南
宋
に
と
っ
て
も
、
青
海
方
面
へ
影
響
力
を
伸
ば
し
、

西
夏
と
の
交
通
を
密
に
す
る
こ
と
は
、
宿
顕
で
あ
る
華
北
回
復
を
目
指
す
た
め
に
有
益
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
し
、
南
宋
側
が
チ
ベ
ツ

13 

ト
諸
部
族
に
対
し
て
一
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
に
出
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

第
二
期
に
お
け
る
両
国
間
の
密
使
往
来
は
、
第
一
期
に
比
べ
る
と
長
期
か
つ
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
、
両
国
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の
聞
に
位
置
す
る
金
朝
は
通
交
を
察
知
す
る
と
国
境
付
近
の
警
備
を
強
化
し
た
り
、
南
宋
側
に
詰
問
し
た
り
し
て
い
た
。
西
夏
と
南
宋

の
通
交
は
金
朝
に
警
戒
心
を
与
え
、
さ
ら
に
は
宋
金
関
係
に
も
波
紋
を
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
乾
道
六
年
八
月
に
任
得
敬

が
諒
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
交
は
再
び
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
。

西
遼
の
金
朝
征
討
情
報
と
南
宋
の
対
西
夏
同
盟
計
画
(
第
三
期
・
一
一
八
五l

一
一
八
六
年
)

一
一
八
0
年
代
に
入
る
と
、
南
宋
側
に
西
夏
と
の
同
盟
を
模
索
す
る
動
き
が
再
び
現
れ
る
。
『
宋
史
」
巻
三
五
・
孝
宗
本
紀
三
に
は
、

(
淳
照
十
二
年
四
月
)
丙
子
、
諜
一
言
え
ら
く
、
故
遼
園
大
石
林
牙
、
道
を
夏
人
に
眠
り
て
以
て
金
を
伐
た
ん
と
す
と
、
密
か
に
呉

挺
と
留
正
と
に
詔
し
て
之
を
議
せ
し
む
。
(
中
略
)
(
淳
照
十
三
年
)
夏
四
月
辛
亥
、
呉
挺
に
詔
し
て
約
を
夏
人
と
結
ば
し
む
。
(
中

華
書
局
本
、
六
八
三
・
六
八
五
頁
)

と
あ
る
。
淳
県
十
二
(
金
・
大
定
二
十
五
、
西
暦
・
一
一
八
五
)
年
、
「
故
遼
園
大
石
林
牙
」
す
な
わ
ち
遼
の
王
族
耶
律
大
石
に
よ
っ
て

ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
建
国
さ
れ
た
西
遼
が
西
夏
を
通
過
し
て
金
朝
を
討
伐
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
、と
の
情
報
を
受
け
た
南
宋
朝
廷
は
、

四
川
に
い
る
呉
挺
(
当
時
、
利
西
都
統
制
)
と
留
正

(
当
時
、
四
川
制
置
使
)
に
対
応
策
を
協
議
さ
せ
、
翌
年
に
は
西
夏
と
の
盟
約
の

締
結
に
乗
り
出
し
た
と
す
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
南
宋
側
の
よ
り
詳
細
な
動
き
を
追
う
上
で
有
益
な
文
献
が
、
前
節
で
も
挙
げ
た
「
文
忠
集
」
で
あ
る
。
撰
者
の

周
必
大
は
当
時
、
枢
密
使
の
職
に
あ
り
、
南
宋
皇
帝
孝
宗
か
ら
の
御
筆
と
そ
れ
に
対
す
る
回
奏
、
各
地
に
発
信
し
た
街
子
が
こ
の
文
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
内
〉
・
巧
吉
同o
m
o
]
w

景
山
口m
n
z
m
E佐官
民
の
両
氏
は
、
「
文
忠
集
』
所
収
の
西
遼
に
関
す
る
記
事
の
一
部
を
収
集



(
四
)

し
た
が
、
内
容
に
関
す
る
具
体
的
な
考
察
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
「
文
忠
集
』
に
は
、
両
氏
が
挙
げ
る
も
の
以
外
に
も
関
連
記
事
が
あ
り
、

西
夏
と
の
通
交
に
向
け
た
南
宋
側
の
動
き
を
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
「
文
忠
集
』
の
記
述
か
ら
南

宋
側
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。

『
文
忠
集
』
に
西
遼
の
遠
征
関
連
の
文
章
が
現
れ
る
の
は
、
淳
照
十
二
年
四
月
二
十
一
日
付
け
で
孝
宗
が
周
必
大
に
出
し
た
「
大
石

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

契
丹
奥
兵
御
筆
」
(
巻
一
四
八
・
奉
詔
録
三
)
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

貯
胎
の
報
ぜ
る
大
石
契
丹
(
西
遼
)

ゃ

の
兵
を
興
こ
さ
ん
と
欲
す
る
事
を
観
る
に
、
若
し
無
か
れ
ば
則
ち
巳
め
、
或
は
果
た
し
て
之

す
み
ー
す
き

有
ら
ば
、
我
に
在
り
で
は
安
ん
ぞ
坐
視
す
る
を
得
ん
。
他
日
我
若
し
樫
や
か
に
兵
を
懇
ぐ
れ
ば
、
則
ち
誓
約
に
違
い
、
若
し
貴
に

因
れ
ば
、
別
ち
持
た
何
を
以
て
僻
を
為
さ
ん
。
卿
須
く
深
謀
遠
圃
す
べ
し
。
(
清
道
光
刊
本
、
九
葉
右
)

貯
胎
軍
(
江
蘇
省
貯
胎
県
)
か
ら
の
諜
報
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
情
報
を
得
た
孝
宗
は
御
筆
を
発
し
、
周
必
大
に
対
応
策
を
諮
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

ス
パ
イ
(
幻
)

対
し
、
周
必
大
は
二
日
後
に
「
所
急
は
間
探
も
て
精
審
す
る
に
在
り
」
と
、
情
報
収
集
を
最
優
先
に
す
べ
き
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

と
あ
る
。
冒
頭
部
分
か
ら
、
西
遼
が
金
朝
を
征
伐
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
は
、

「
文
忠
集
』
に
よ
る
と
、
同
日
、
孝
宗
は
呉
挺
に
対
し

近
ご
ろ
謹
報
を
得
た
る
に
、
大
石
契
丹
道
を
夏
固
に
恨
り
て
金
人
を
侵
犯
せ
ん
と
す
と
。
未
だ
然
否
を
知
ら
ず
。
卿
間
探
を
分

う
か
が

遣
し
、
斥
候
を
明
ら
か
に
し
て
、
以
て
其
の
賓
を
調
い
、
若
し
所
得
虚
誕
な
ら
ば
、
切
に
妄
動
す
べ
か
ら
ず
、
果
た
し
て
或
は
之

有
ら
ば
、
機
舎
は
失
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
宜
し
く
文
武
兼
備
の
人
を
遣
わ
し
て
之
と
舎
議
せ
し
む
べ
し
、
常
材
庶
使
の
一

15 



詳
密
な
る
を
貴
ぴ
、

見
を
し
て
信
服
せ
し
む
る
母
か
れ
。
事
済
す
有
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
此
れ
皆
な
博
聞
な
り
。
卿
更
に
事
宜
を
審
察
し
、

お
も
い
(
幻
)

以
て
朕
が
懐
に
副
え
。

16 

と
、
情
報
収
集
と
善
後
策
の
検
討
を
指
示
す
る
御
筆
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
年
の
夏
ご
ろ
、
周
必
大
が
治
福
州
の
超
汝
愚

(
幻
)

に
宛
て
た
笥
子
で
は
、
「
日
来
萄
中
復
た
云
え
ら
く
、
爾
れ
大
抵
皆
な
虚
誕
不
根
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
四
川
か
ら
は
虚
報
で
あ
ろ
う

と
の
報
告
が
周
必
大
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
宋
が
得
た
西
遼
関
連
の
情
報
は
本
当
に
虚
報
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
察
・
唐
の
両
氏
は
、
西
遼
の
金
朝
遠
征
の
動

(
M
)
 

き
が
こ
の
こ
ろ
実
際
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
両
氏
が
論
拠
と
し
て
い
る
の
は
『
金
史
』
巻
五

0

・
食
貨
志
五
・
椎
場
の
条
に

あ
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

或
は
大
石
と
交
通
せ
ん
と
す
れ
ば
、

(
大
定
)
十
七
(
南
宋
・
淳
県
四
、
西
暦
・
一
一
七
七
)
年
二
月
、
上
(
世
宗
)
宰
臣
に
謂
い
て
日
く
「
宋
人
生
事
背
盟
を
喜
び
、

生
霊
を
柾
害
す
る
を
恐
れ
、
備
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
れ
陳
西
の
沿
謹
の
権
場
止
だ
に
一
慮

の
み
を
留
め
、
鈴
悉
く
之
を
罷
め
、
所
司
を
し
て
姦
細
を
巌
察
せ
し
む
べ
し
」
と
。
(
中
華
書
局
本
、一
一
一
四
頁
)

右
の
記
述
は
、
金
朝
が
南
宋
向
け
の
権
場
を
、
南
宋
と
西
遼
と
の
通
交
を
理
由
に
削
減
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
金
朝
が
西
遼
の

動
き
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
記
事
は
大
定
十
七
年
の
も
の
で
あ
り
、
時
期
が
あ
ま
り
に
も
離
れ
過
ぎ
て
い
る
。

ま
た
、
淳
照
十
二
i

十
三
(
金
・
大
定
二
十
五
i

二
十
六
)
年
に
西
夏
軍
あ
る
い
は
西
遼
軍
が
金
朝
を
攻
撃
し
た
、
あ
る
い
は
攻
撃
を

計
画
し
て
い
る
と
い
う
記
述
は
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
遠
征
計
画
は
実
際
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ



、
っ
，
，
。

さ
て
、
前
掲
『
宋
史
』
孝
宗
本
紀
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
と
翌
淳
県
十
三
年
四
月
辛
亥
(
四
日
)
に
西
夏
と
の
同
盟
に
関
す
る

詔
が
発
せ
ら
れ
た
と
す
る
。
淳
県
十
二
年
秋
以
降
、
金
朝
を
め
ぐ
る
話
題
は
『
文
忠
集
」
で
も
一
旦
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
突
如
と
し
て
西
夏
と
の
同
盟
の
動
き
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
『
文
忠
集
』
巻
一
四
九
・
奉
詔
録
四
に
は
、
こ
の
年
四
月
六
日
付
け

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

の
「
結
約
夏
園
御
筆
」
と
、
周
必
大
の
回
奏
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
孝
宗
の
御
筆
に
は
、
「
親
書
専
人
も
て
呉
挺
に
付
し
、
人
を
使
し

臨m
v
z
w

の
界
を
過
ぎ
て
陳
西
に
至
る
を
放
す
を
肯
ず
れ
ば
、
他
時
の
策

て
夏
園
と
約
を
結
ば
し
め
ん
と
欲
す
。
若
し
大
石
契
丹
の
彼
(
西
夏
)

も
て
夏
帝
が
銭
に
彼
此
敵
国
撞
を
用
い
る
を
許
さ
ん
」
(
清
道
光
刊
本
、
十
二
葉
右
)
と
、
も
し
西
夏
が
西
遼
に
金
朝
遠
征
の
た
め
の
道

を
貸
す
な
ら
ば
、
西
夏
に
対
し
敵
国
礼
す
な
わ
ち
対
等
外
交
を
一
許
し
て
同
盟
を
結
ぶ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
周
必
大
の
回
奏
は
、

お
も

但
だ
以
う
に
夏
人
は
戎
狭
の
性
に
し
て
、
自
来
醗
覆
す
。
乾
道
中
、
王
炎
嘗
て
任
令
公
(
得
敬
)
の
自
書
を
用
て
通
好
せ
ん
と
す

た
だ
ち

る
も
、
た
だ
ち
随
却
に
密
か
に
金
虜
に
送
る
に
因
り
て
、
花
成
大
奉
使
の
目
、
薙
(
世
宗
)
遂
に
出
だ
し
て
以
て
之
を
示
す
。
其

か
る
が
る

れ
保
、
し
難
き
こ
と
此
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
約
を
結
ぶ
こ
と
未
だ
軽
し
く
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
若
し
薙
(
金
朝
の
世
宗
)

た
す
か
な
ら

天
聖
明
(
孝
宗
)
を
相
け
、
決
ず
機
舎
有
ら
ん
。
(
清
道
光
刊
本
、
十
三
葉
右
)

易
世
す
れ
ば
、
親
は
離
れ
衆
は
叛
き
、

と
あ
り
、
西
夏
と
の
同
盟
に
難
色
を
示
し
て
い
る
。
周
必
大
は
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
第
二
期
に
任
得
敬
と
四
川
宣
撫
司
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
密
使
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。
察
・
唐
の
両
氏
は
こ
の
記
事
を
も
と
に
、
南
宋
側
は
西
夏
に
対
す
る
不
信
感
が
あ
っ
た
た

(
お
)

め
同
盟
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
周
必
大
が
西
夏
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
の
は
右
の
記
述
か
ら
確

17 

か
で
あ
る
が
、
こ
の
回
奏
で
は
、
金
朝
皇
帝
が
交
代
す
れ
ば
金
朝
を
攻
略
す
る
好
機
が
あ
る
だ
ろ
う
と
も
述
べ
て
い
る
。
金
朝
と
の
戦
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争
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う
、
周
必
大
の
現
状
分
析
が
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
『
宋
史
』
夏
国
伝
は
こ
の
時

の
同
盟
計
画
に
関
す
る
議
論
や
西
夏
側
の
反
応
に
つ
い
て
、
「
嘗
時
の
論
議
の
可
否
、
及
び
夏
人
の
従
違
、
史
皆
な
書
を
失
う
」

(
中
華

書
局
本
、
一
四
O
二
六
頁
)
と
し
て
い
る
が
、
枢
密
使
の
周
必
大
が
同
盟
に
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

淳
照
十
一
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
の
南
宋
に
は
、
先
に
挙
げ
た
西
遼
の
金
朝
攻
撃
計
画
の
報
の
ほ
か
、
「
西
夏
頗
る
謹
を
擾
す
」
(
「
文

忠
集
」
巻
一
九
六
・
筋
子
八
・
「
荊
都
郭
都
統
呆
淳
県
十
一
年
」
。
清
道
光
刊
本
、
十
六
葉
右
て
あ
る
い
は
「
虜
中
忽
魯
大
王
、
上
京

を
占
援
す
」
(
『
文
忠
集
附
録
』
巻
二
・
行
状
。
清
道
光
刊
本
、
十
五
葉
左
)

と
い
っ
た
、
金
朝
を
め
ぐ
る
不
穏
な
情
報
が
続
々
と
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
金
朝
国
内
で
は
こ
の
よ
う
な
事
件
は
起
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
う
し
た
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
た
背
景
に
は
、
金
朝
皇
帝
の
長
期
巡
幸
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
淳
照
十
一(
金
・
大
定
二
十
四
)
年
二
月
、
金

朝
の
世
宗
は
一
切
の
政
務
を
皇
太
子
に
任
せ
、
祖
宗
の
地
上
京
へ
巡
幸
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
翌
年
九
月
ま
で
中
都
を
留
守
に
し
て
い

(
お
)

た
。
金
朝
皇
帝
の
長
期
巡
幸
と
い
う
事
態
に
あ
っ
て
、
様
々
な
憶
測
・
情
報
が
南
宋
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
華
北
回
復
を
目

指
す
孝
宗
は
、
金
朝
皇
帝
巡
幸
を
好
機
と
と
ら
え
、
淳
照
十
一
年
三
月
に
は
辺
境
の
諸
将
に
金
朝
と
の
開
戦
に
備
え
る
よ
う
命
じ
て
い

(
幻
)

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
枢
密
使
の
周
必
大
は
あ
く
ま
で
慎
重
を
期
し
、
結
局
南
宋
は
金
朝
と
の
開
戦
に
は
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
。
西
夏

と
の
同
盟
も
、
奈
・
唐
の
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
孝
宗
が
金
朝
打
倒
を
南
宋
単
独
で
の

軍
事
行
動
で
は
な
く
、
西
夏
や
西
遼
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
十
二
世
紀
後
半
に
国
境
を
接
し
て
い
な
い
西
夏
と
南
宋
と
の
間
で
行
わ
れ
た
通
交
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
を
整
理
し
、



通
交
の
背
景
を
考
え
て
き
た
。
第
一
期
・
第
三
期
の
通
交
は
南
宋
側
が
主
導
し
、
い
ず
れ
も
金
朝
の
商
辺
を
南
北
か
ら
挟
一
撃
・
牽
制
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
南
宋
は
金
朝
と
講
和
を
結
ん
だ
も
の
の
、
華
北
を
回
復
す
る
願
望
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ

が
南
宋
は
、
自
国
の
み
の
実
力
で
金
朝
を
華
北
か
ら
逐
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
他
国
と
の
提
携
を
模
索
し
た
。
十
三
世
紀
に
南
宋
が

金
朝
を
攻
撃
す
る
際
の
提
携
相
手
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
あ
っ
た
が
、
十
二
世
紀
後
半
に
お
い
て
そ
の
提
携
相
手
と
し
て
期
待
し
た
の
は

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

金
朝
の
西
北
辺
に
あ
っ
た
か
つ
て
の
宿
敵
西
夏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
期
の
通
交
は
自
立
を
図
る
西
夏
の
宰
相
任
得
敬
が
金

朝
と
の
交
渉
に
行
き
詰
ま
っ
た
末
に
南
宋
と
接
触
す
る
の
が
目
的
と
見
ら
れ
、
南
宋
領
へ
の
交
通
路
に
あ
た
る
青
海
南
部
の
経
営
を
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

金
朝
は
華
北
を
抑
え
た
と
は
い
え
、

そ
の
西
辺
に
あ
た
る
臨
西
地
方
は
、
北
の
西
夏
、
南
の
南
宋
に
挟
ま
れ
る
形
に
な
っ
て
い
た
。

海
陵
王
の
南
宋
遠
征
時
に
は
、
臨
西
地
方
は
西
夏
・
南
宋
両
軍
の
挟
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
西
夏
軍
の
動
向
が
こ
の
地
方
の
戦
局

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
。
た
め
に
金
朝
は
両
国
の
提
携
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
夏

と
南
宋
と
の
通
交
は
、
聞
に
挟
ま
れ
て
い
た
金
朝
を
牽
制
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
西
夏
の
存
在
は
宋
金
関
係
に
も
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

西
夏
側
の
外
交
に
関
す
る
文
献
が
無
い
う
え
に
、
対
外
政
策
を
決
定
す
る
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
西
夏
圏
内
の
情
勢
の
解
明
も
ま
た

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
L

、
十
二
世
紀
後
半
の
西
夏
が
、
南
宋
や
金
朝
な
ど
の
文
物
を
盛
ん
に
取
り
入
れ
、
繁
栄
を
み
せ
て
い

た
こ
と
は
、

カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
献
に
残
さ
れ
た
大
量
の
漢
籍
お
よ
び
そ
の
西
夏
語
訳
の
存
在
が
物
語
っ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
西
夏
の

19 

国
力
が
十
二
世
紀
前
半
以
前
に
劣
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
西
夏
が
中
国
情
勢
に
影
響
を
及
ぽ
し
得
る
力
を
な
お
有
し

て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
十
二
世
紀
後
半
の
中
国
情
勢
は
金
朝
・
南
宋
の
二
大
勢
力
の
対
立
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
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西
夏
の
存
在
も
視
野
に
入
れ
た
三
国
の
相
互
関
係
で
捉
え
直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

註
(
1
)
[
中
嶋
一
九
八
八
]
四
一
三
頁
参
照
。

(
2
)
西
夏
と
南
宋
の
通
交
を
扱
っ
た
専
論
は
、
開-
S
-
F
E
E
g
u
P
A
R
R
S唱き
き
ま
望
遠
円
問
。
向
。
向
。
円
も

§
S
R

冨

g
s
p
E
g
w
n
G


N
ミ
・
巴
∞
や
[
察
・
唐
一
九
九
二
]
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
清
朝
考
証
学
者
の
記
述
を
史
料
と
し
て
扱
う
箇
所
が
あ
り
、
年
代
比
定
や
史

料
の
解
釈
に
も
問
題
が
あ
る
。
そ
の
後
西
夏
の
対
外
関
係
史
を
扱
っ
た
社
建
録
『
西
夏
与
周
辺
氏
族
関
係
史
』
(
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一

九
九
五
年
)
や
李
華
瑞
『
宋
夏
関
係
史
』
(
河
北
人
民
出
版
柱
、
一
九
九
八
年
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
西
夏

l

南
宋
関
係
史
に
関
し

て
は

F
2

富
宙
氏
や
奈
・
唐
両
氏
の
論
考
を
超
え
て
い
な
い
。

(
3
)
海
陵
王
の
南
宋
遠
征
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
「
金
史
』
巻
五
・
海
陵
本
紀
、
及
ぴ
外
山
軍
治
『
金
朝
史
研
究
』
(
東
洋
史
研
究
会
、
一

九
六
四
年
)
三
九
i

四
八
頁
参
照
。
ま
た
、
院
西
方
面
の
南
宋
軍
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
王
智
勇
「
南
宋
呉
氏
家
族
的
興
亡
』
(
巴
局
室
自

社
、
一
九
九
五
年
)
一
四
一
i

一
六
三
頁
、
楊
倍
描
「
呉
家
将
i

呉
劫
呉
磯
呉
挺
呉
犠
A口
伝
』
(
河
北
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
一

四
一
i

一
八
六
頁
参
照
。

(
4
)

『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
二
一
二
二
・
紹
興
三
十
一
年
十
月
の
条
(
上
海
古
籍
出
版
社
本
、
二
ハ
七
一

1

一
六
七
二
頁
)

(
5
)

『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
二
三
三
・
紹
興
三
十
一
年
十
二
月
八
日
の
条
(
上
海
古
籍
出
版
社
本
、
二
ハ
七
八

i

一
六
七
九
頁
)

(
6
)

『
宋
史
』
巻
八
七
・
地
理
志
三
・
会
州
の
条
(
中
華
書
局
本
、
三
一
五
九
頁
)

(
7
)

『
金
史
』
西
夏
伝
(
中
華
童
日
局
本
、
二
八
六
八
頁
)
。
な
お
「
金
史
』
巻
六
了
交
聴
表
中
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
十
二
月
辛
未
に
「
兵

も
て
宋
の
侵
地
を
復
さ
ん
こ
と
を
乞
う
」
た
と
あ
る
(
中
華
書
局
本
、
一
四
一
八
頁
)
。

(
8
)
王
十
朋
撰
「
梅
渓
王
先
生
文
集
』
奏
議
巻
二
・
「
論
史
浩
筋
子
」
(
四
部
叢
刊
本
、
三
一
頁
)

(
9
)

『
宋
史
』
孝
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
虞
允
文
が
四
川
官
一
撫
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
乾
道
コ
一
年
六
月
甲
戊
で
あ
る
(
中
華
書
局
本
、
六
四

O
頁
)
。
乾
道
五
年
三
月
乙
亥
に
は
虞
允
文
を
臨
安
へ
戻
し
、
代
わ
っ
て
王
炎
を
四
川
宣
撫
使
と
し
た
(
問
、
六
四
五
頁
)
。
王
炎
は
乾

道
八
年
九
月
ま
で
四
川
宣
撫
使
の
職
に
あ
り
、
後
任
に
は
再
ぴ
虞
允
文
が
就
い
て
い
る
(
同
、
六
五
四
頁
)
。
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(
叩
)
『
金
史
』
巻
六
一
・
交
聴
表
中
・
大
定
十
年
九
月
丙
戊
(
九
日
)
の
粂
(
中
華
書
局
本
、
一
四
二
七
頁
)

(
日
)
『
文
忠
集
』
巻
六
二
・
平
園
績
稿
巻
二
二
・
「
資
政
殿
大
事
士
贈
銀
青
光
禄
大
夫
泡
公
成
大
神
道
碑
慶
元
元
年
」
。
な
お
、
『
文
忠
集
』

に
は
、
四
庫
全
書
本
の
ほ
か
複
数
の
版
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
清
道
光
二
十
八
年
欧
陽
集
刊
本
を
底
本
と
し
、
静
嘉
堂
文
庫

所
蔵
の
宋
刊
本
{
完
存
せ
ず
)
と
四
庫
全
童
日
本
を
適
宜
参
照
し
た
。

(
ロ
)
『
金
史
』
巻
六
一
・
交
聴
表
中
・
大
定
十
年
の
条
(
中
華
書
局
本
、
一
四
二
七
1

一
一
凶
二
八
頁
)

七
月
庚
子
、
宋
人
以
蟻
丸
書
遺
任
得
敬
、
夏
執
英
人
井
書
以
来
。

(
日
)
『
金
史
」
巻
二
ニ
四
・
西
夏
伝
(
中
華
室
田
局
本
、
二
八
七

O
頁
)

八
月
峰
、
仁
孝
諒
得
敬
及
其
黛
典
、
上
表
謝
、
井
以
所
執
宋
人
及
蝋
丸
書
来
上
。

(
H
)

『
金
史
』
巻
二
二
四
・
西
夏
伝
に
は
、
「
夏
園
に
相
た
る
こ
と
二
十
徐
年
、
陰
か
に
異
志
を
蓄
え
、
夏
園
を
圏
ら
ん
と
欲
し
、
宗
親
大

臣
を
謹
殺
し
、
其
の
勢
漸
く
逗
れ
ば
、
仁
孝
(
西
夏
皇
帝
)
制
す
る
能
わ
ず
」
(
中
華
書
局
本
、
二
八
六
九
頁
)
と
あ
る
。
西
夏
で
は
宰

相
を
「
中
書
令
」
と
呼
ぴ
、
西
夏
語
で
は
漢
語
「
中
書
令
」
の
音
写
で
表
現
す
る
。
南
宋
側
の
文
献
で
は
任
得
敬
を
「
任
令
公
{
令
公

は
中
書
令
の
尊
称
こ
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
中
書
令
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
な
ろ
う
。

(
日
)
「
金
史
』
巻
一
三
四
・
西
夏
伝
(
中
華
書
局
本
、
二
八
六
九
頁
)
。
ま
た
『
金
史
』
巻
六
一
・
交
勝
表
中
・
大
定
八
年
の
条
に
、
「
四

月
戊
午
(
二
十
七
日
)
、
夏
任
徳
聴
を
謝
恩
使
に
遣
わ
す
も
、
詔
じ
て
其
の
植
物
を
却
く
」
(
中
華
書
局
本
、
一
四
二
五
頁
)
と
あ
り
、

西
夏
伝
の
記
述
に
対
応
す
る
。

(
日
)
西
夏
の
朝
貢
使
節
に
よ
る
金
朝
で
の
貿
易
活
動
に
つ
い
て
は
[
関
一
九
九
六
]
二
O
l

二
四
頁
参
照
。
ま
た
西
夏
に
と
っ
て
、
金
朝

へ
の
朝
貢
使
節
の
派
遣
は
、
皇
帝
だ
け
で
な
く
、
使
節
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
臣
僚
に
も
貿
易
の
利
益
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
西
夏
の
法
典
の
規
定
か
ら
も
窺
え
る
。
佐
藤
責
保
「
西
夏
法
典
貿
易
関
連
条
文
訳
註
」
(
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
世
界
史
』
大
阪

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
ニ
O
O
三
年
、
一
九
七
l

二
五
五
頁
)
参
照
。

(
口
)
吐
谷
海
と
南
朝
と
の
通
交
、
及
ぴ
交
通
路
に
つ
い
て
は
[
松
田
一
九
八
七
]
一
一
五
1

一
二
三
頁
、
和
田
博
徳
「
吐
谷
海
と
南
北
両

朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
(
『
史
学
』
二
五
|
二
、
一
九
五
一
年
、
八

0
1

一
O
四
頁
)
参
照
。

(
時
)
北
宋
期
に
お
け
る
四
川
|
青
海
間
の
茶
馬
貿
易
に
つ
い
て
は
、
曾
我
部
静
雄
「
宋
代
の
馬
政
」
(
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

21 
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。
、
一
九
六
O
年
、
三
四
l

九
二
頁
)
、
梅
原
郁
「
青
唐
の
馬
と
四
川
の
茶
|
北
宋
時
代
四
川
茶
法
の
展
開
l

」
(
『
東
方
学
報
(
京
都
)
』

四
五
、
一
九
七
三
年
、
一
九
五
l

二
四
四
頁
)
等
の
研
究
が
あ
る
。
洗
州
の
権
場
に
つ
い
て
は
、
『
金
史
』
巻
五
0

・
食
貨
志
五
・
権
場

の
条
(
中
華
書
局
本
、
一
一
一
一
一
一
l

一
一
一
回
頁
)
参
照
。
な
お
、
洗
州
の
権
場
が
「
西
光
」
向
け
に
も
聞
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
加

藤
繁
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
[
加
藤
一
九
五
二
]
二
四
七
1

二
八
三
頁
参
照
。

(
日
)
戸
〉
・
ヨ
丘

c
m巳
除
早
口
ぬ

(
U
E回
目
的
広
口
問
噂
h
E
S
ミ
ミ
g
m
s
s
h
E
S

守
ふ
さ
電
気
ー
ロ
h
w
u
y
z
g
J
円
C
F
E
邑
u
E

出
品
吋
E
∞

(
却
)
「
文
忠
集
』
の
清
道
光
刊
本
や
宋
刊
本
の
「
大
石
」
の
字
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
す
べ
て
「
逮
賓
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

(
紅
)
「
文
忠
集
』
巻
一
四
八
・
奉
詔
録
三
・
「
徹
二
十
一
日
御
筆
奏
四
月
二
十
三
日
」
(
清
道
光
刊
本
、
九
葉
左
)

(
幻
)
『
文
忠
集
』
巻
一
四
八
・
奉
詔
録
三
・
「
官
三
小
付
呉
挺
御
筆
同
日
」
(
清
道
光
刊
本
、
九
葉
左

1

十
葉
右
)
。
『
文
忠
集
』
は
、
直
後
に

留
正
へ
の
御
筆
(
「
宣
示
付
留
正
御
筆
」
)
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
(
呉
)
挺
と
密
に
詳
慮
を
議
」
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

(
お
)
『
文
忠
集
」
巻
一
九
一
・
街
子
三
・
「
越
子
直
丞
相
(
第
十
二
首
)
」
(
清
道
光
刊
本
、
十
六
葉
左
)
。
こ
の
街
子
の
冒
頭
に
は
、
「
地
震

閉
附
記
削
・
江
西
皆
同
日
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
『
宋
史
』
巻
三
五
・
孝
宗
本
紀
三
に
よ
る
と
、
淳
照
十
二
年
五
月
庚
寅
と
翌
辛
卯
の
日
に

地
震
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
(
中
華
書
局
本
、
六
八
=
一
頁
。
辛
卯
日
の
地
震
は
福
州
で
発
生
)
。
よ
っ
て
こ
の
街
子
は
淳
照
十
二
年
五
月

以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

(
担
)
[
察
・
唐
一
九
九
二
]
七
八
頁
参
照
。

(
お
)
[
察
・
唐
一
九
九
二
]
七
八
頁
参
照
。

(
お
)
以
上
の
金
朝
国
内
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
「
金
史
』
巻
八
・
世
宗
本
紀
下
に
よ
る
。

(
幻
)
『
宋
史
」
巻
三
五
・
孝
宗
本
紀
三
・
淳
県
十
一
年
三
月
の
条
(
中
華
書
局
本
、
六
八
一
頁
)

突
己
(
四
日
)
、
利
路
三
一
都
統
制
呉
挺
・
郭
鈎
・
彰
呆
に
命
じ
て
密
か
に
出
師
進
取
の
利
害
を
陳
べ
し
め
、
以
て
金
人
に
備
え
し

む

参
考
文
献

加
藤
繁

九

七

「
宋
と
金
固
と
の
貿
易
に
就
い
て
」
加
藤
一
九
五
二
、
二
四
七i
二
八
三
頁
(
初
出
『
史
学
雑
誌
』
四
八
!
こ
。



一
九
五
二
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
、
東
洋
文
庫
。

f
R
A
東
洲
・
唐
禄
祥
一
九
九
二
「
論
南
宋
同
西
夏
的
関
係
」
『
四
川
師
範
学
院
学
報
(
社
会
科
学
版
)
』

。
、
六
六
頁
。

中
嶋
敏
一
九
三
一
六

ム
ハ
)
。

十二世紀後半における西夏と南宋の通交

関
丙
勲

松
田
喜
一
再
男
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一
九
八
八

一
九
九
六

一
九
三
七

一
九
八
七

一
九
九
二
年
第
二
期
、
七
五
l

八

「
西
夏
に
於
け
る
政
局
の
推
移
と
文
化
」
中
嶋
一
九
八
八
、
三
九
九
i

四
二
三
頁
(
初
出
『
東
方
学
報
(
東
京
)
』

『
東
洋
史
学
論
集
|
宋
代
史
研
究
と
そ
の
周
辺
』
汲
古
書
院
。

「
西
夏
・
金
叫
寸
交
聴
関
係
叫
対
品
叶
吋
」
『
中
央
外
ペ
斗
研
究
』
て
九1
三
五
頁
。

「
吐
谷
海
遣
使
考
」
松
田
一
九
八
七
、
六
八i

一
二
六
頁
(
初
出
『
史
学
雑
誌
』
四
八
|
一

『
松
図
書
男
著
作
集
』
第
四
巻
、
六
興
出
版
。

. 
-
) 

。

(
文
学
研
究
科
特
任
研
究
員
)



SUMMARY 

The Relations between Tangut and the Southern Song Dynasty 

in the Second Half of the 12th Century 
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Takayasu SATO 

When the Jin 金 dynasty occupied the northem part of China in 

the second half of the 12出 century， the Southem Song 南宋 dynasty had 

not adjoined Tangut (Xi Xia 西夏) which occupied the northeast of 

China. But in this period, these two countries sent messengers each 
other. This article confirms these facts, and discusses the background 
of their relations. 

The Southem Song dynasty wanted to the northem part of China 

back. But it was so hard 出at the Southem Song dynasty could not 

ca汀y it out by herself. So the Southem Song dynasty sent messengers 

to Tangut, tried to get Tangut as an ally for attack the Jin dynasty on 
bo出 sides.

From the Tangut's side, the Tangut rninister Ren De-jing 任得敬
often sent messengers to the Southem Song dynasty, in order to gain 
assistant from the Southem Song to attack the Tibetan tribes who 

lived in the southem Qinghai 青海 district.

Tangut and the Southem Song armies had attacked the Jin army 

at the same time, and temporarily occupied the Longxi 臨西 district

which was Jin territory. The two countries suppressed the Jin dynasty. 

As a result, the Jin dynasty was careful with the communication with 
the two countries. It can be said that Tangut affected the Chinese 

political situation. 

キーワード:西夏，南宋，金朝，青海，臨西


